
近年、植物の形態形成や環境応答において、比較的短い分泌型ペプチドが重要な役割を果たすことが明らかに
なりつつある1)。植物のシステミックな窒素取り込み制御を担うペプチドホルモン C-terminally Encoded Peptide 1 

(CEP1) もそのひとつである2)。

植物の根は地中から窒素を主に硝酸イオンとして吸収し，成長に必要なタンパク質などをつくりだしている．

しかし，自然界の土壌中の硝酸イオンの分布は，植物自身による取り込みや雨水による流出などのために極

めて不均一であることから，個体全体としての硝酸イオン取り込み量を最適に保つには，個々の根がおかれ

た環境に応じて取り込み効率を変化させる必要がある．名古屋大学の松林らは，根の片方が窒素欠乏を感

知するとペプチドホルモン CEP を生産し，それらが道管を移行して地上部で受容体 CEPR1 および CEPR2

に認識されることを介して，植物体全体に窒素欠乏を知らせていることを発見した．この作用によってもう片方

の根での硝酸イオン取り込み量が増大し，窒素栄養の不足分が補填される3)。

植物の窒素取り込み制御を担う新しいペプチド

CEPの作用モデル
根の一部が窒素欠乏を感知すると CEPが生産され、

道管を通って地上部に送られた後、葉の維管束で発

現している受容体 CEPRによって認識される。

これが引き金となり、全身に窒素欠乏を伝える未知

の二次シグナルが誘導され、NRT2.1 などの硝酸トラ

ンスポーター発現量が上昇し、相補的な硝酸取り込

みが行なわれる。

分泌型ペプチド CEP と LRR型受容体 CEPR を介した全身的窒素要求シグナリング
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Asp-Phe-Arg-Hyp-Thr-Asn-Pro-Gly-Asn-Ser-Hyp-Gly-Val-Gly-His

CEP1 (C-Terminally Encoded Peptide 1)

CEP1を植物の根から吸収させると，硝酸取り込みトランスポーターの発現量が数倍に上昇し、硝酸
イオンの取り込みが促進される3)
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